
ミニ門松は各小中学校に飾られました

来年も良い年でありますように
　12月26日、町内の小中学校の用務員が御船小学校
でミニ門松づくりを行いました。これは毎年子どもた
ちが笑顔で過ごせるように願いを込めてつくったも
の。門松の材料に松や竹などは持ち寄り、シクラメン
やプリムラなどを植えました。土台を巻いているござ
は、木村畳店から無償で提供されたもの。毎年行って
いるので、今年から御船高校でもつくることになり、
一緒に製作することに。今年の干支は「亥」。松ぼっ
くりとどんぐりでイノシシをつくり、オシャレで可愛
らしいミニ門松に飾り付けました。

つきたてのお餅　最高～!!

若葉保育園で親子餅つき
　12月15日、若葉保育園（津田庸子園長・148人）
で毎年恒例の親子餅つきが行われました。参加したの
は、年長児36人。この餅つきに使われた餅米約 30㎏
は、福島則義区長（木倉）から無償で提供されたもの。
園児たちは、昔ながらの臼と杵を使い、お父さんお母
さんに教わりながら、一緒に餅をつきました。つきた
ての餅は、砂糖醤油やきな粉など、お好みの味でトッ
ピング。鏡餅もでき、他の園児たちも給食でおいしく
食べました。

平成最後の年末特別警戒出発式
　12月20日、年末特別警戒・交通事故防止運動合同
出発式が御船警察署（瀬河清信署長）で行われました。
出発式では、一日警察署長に田中万
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楽大学３年）に委嘱、「生まれて初めて警察官の制服
に袖を通し、身が引き締まる思いです。一件でも犯罪
や交通事故が減ることを願っています」とあいさつし
ました。平成音楽大学のファンファーレで御船町他３
町へ一斉にパトロールに出発し、空からは、ヘリコプ
ターによるパトロールが行われました。

敬礼をする田中万柚子一日警察署長

御船中でアイスをモニター試食！
　12月20日、御船町農家が中心となって開発しているア
イスのモニター試食会が御船中学校で行われました。生
徒に試食してもらうことで生の感想を聞き、商品の改良
に役立てるために行われたもので、アイスは給食の時間
に404個配布されました。アイスを食べた堀部美生さん
（３年）は「ミルクが濃厚でおいしかったです。また食べ
たいです」と笑顔で感想を話しました。酪農家の坂本龍
一さん（高木）は「御船のお土産といえばこれ！という
ものをつくりたい。こういったモニター試食会などを通
して生産者としてPRしていけたら」と抱負を語りました。 モニタリングする中学生と酪農家の坂本さん

はだしでお百度参り！？
　12月19日、上田代の川角地区の熊野座神社でおこ
もり神事が行われました。これは一年間を豊作や無病
息災で元気に過ごせたことに感謝し、神殿に各家庭で
用意した弁当やお酒をお供えし、手に取った本榊の葉
の枚数だけ、はだしでお参りを繰り返す伝統行事。参
拝した人たちは、神社の石畳の冷たさを感じながら、
それぞれの一年の思いを振り返りました。参拝した土
田トシ子さんは「今年も家族みんな元気に過ごすこと
ができた。来年もみんなで元気に過ごせたら」と話し
ました。はだしでお参りを繰り返す参拝者たち

吉無田でスターウォッチング
　12月15日、満天の星空が観れる吉無田高原緑の村
キャンプ場で“ふたご座流星群”のスターウォッチン
グが行われました。天体観測では、専門家の山田良二
さん（熊本星を見る会）の説明を聞きながら、参加者
たちは望遠鏡をのぞき、吉無田の夜空に広がる星たち
に見惚れていました。同時に開催で、地域おこし協力
隊が主催した“星空Café”では、吉無田特産品や上
田代ばぁば会が地元野菜を使った「ばぁば汁」や吉無
田の水でつくった「吉無田コーヒー」などで会場を温
かく包みこみました。 吉無田の夜空に広がる無数の星たち

年末警戒中異常なし！
　12月28日から30日にかけて、町消防団（内村光宏
団長・421人）が年末警戒を行いました。年末警戒は、
火災等が多くなる年末の時期に消防団員が各詰所など
に集まり、泊まり込みで警戒を行います。団員たちは、
積載車で広報活動を行い、火災予防を呼びかけました。
内村団長は「今年一年の消防団活動ありがとうござい
ました。これからも地域の皆さんの安心安全のために
警戒にあたってもらいたい」と話しました。

　年末警戒で第８分団第４班を激励する内村団長

吉無田大感謝祭
　12月23日、特定非営利活動法人愛郷吉無田（渡邊
秀和理事長）主催で吉無田大感謝祭が開催されました。
感謝祭では、そば職人と一緒にそば打ち体験や自分好
みで作れるオリジナルしめ縄をつくり、子どもから大
人まで楽しみました。餅つきでついた餅は、ぜんざい
やきなこ餅にして振る舞われ、最後に自分たちで打っ
たそばをおいしそうに食べていました。参加者からは
「普段できないような貴重な体験ができて楽しかった」
と声が上がり、吉無田の冬の恵みに感謝しました。　

　吉無田ならではの貴重な体験をしました
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